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~
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
残
る
ア
シ
ョ
ー
カ
王
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
柱
。
下
は

柱
に
刻
ま
れ
た
刻
文
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
残
る
石
柱
の
も
の
で
は
な
い
）
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町 州

i己

アショーカ壬と碑文
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サールナートに残る途中から折れている石柱。

石柵で囲われていて見えにくいが、石柱2本

が並んでいる

インドでは珍しい石柱を書いた絵

紀
元
前
３
世
紀
北
イ
ン
ド
を
統
治
し
た
の
は
マ
ウ

ル
ヤ
王
朝
の
第
三
世
ア
シ
ョ
ー
カ
王
で
あ
る
。
マ
ウ

ル
ャ
王
朝
と
は
孔
雀
王
朝
の
意
で
、
孔
雀
は
毒
蛇
を

退
治
す
る
の
で
魔
除
け
の
烏
と
さ
れ
王
朝
を
保
護
す

る
と
さ
れ
た
。

ア
シ
ョ
ー
カ
王
は
多
く
の
法
勅
を
残
し
て
い
る
が
、

現
在
の
イ
ン
ド
の
東
海
岸
オ
デ
イ
サ
州
に
あ
る
カ
リ

ン
ガ
国
を
征
服
し
た
時
に
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
こ

と
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
ア
シ
ョ
ー

カ
王
は
大
い
に
反
省
し
、
国
を
統
治
す
る
の
は
武
力

で
は
な
く
「
法
」
、
す
な
わ
ち
「
正
義
」
「
宗
教
」
に

よ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し
、
多
く
の
勅
令
を
残

し
た
。
ち
な
み
に
現
代
イ
ン
ド
語
で
「
法
」
は
「
宗

教
」
を
意
味
す
る
。

勅
令
は
石
柱
、
岩
に
彫
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
ブ
ラ

フ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る
左
か
ら
右
に
読
む
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
だ
が
、
東
北
イ
ン
ド
で
用
い
ら
れ
る
ア
ラ

ム
語
は
右
か
ら
読
む
。

岩
に
刻
ま
れ
た
も
の
で
多
い
の
は
、
生
物
を
殺
し
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ヴァイシャリの石柱。インド仏跡ツアー訪問地のひとつだ

て
は
い
け
な
い
と
す
る
不
殺
生
を
意
味
す
る
言
葉
で
、

人
間
、
動
物
の
全
て
を
含
む
。
ま
た
人
々
の
た
め
、

家
畜
の
た
め
に
病
院
を
作
り
、
井
戸
を
掘
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
す
る
。
ま
た
法
令
を
守
る
た
め
法
大

官
を
置
き
、
裁
判
は
正
確
を
期
す
る
た
め
一
審
と
二

審
の
制
度
が
置
か
れ
た
。
ま
た
す
べ
て
の
宗
教
を
保

護
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
釈
尊
誕
生
の
地
、
現
在
は
ネ

パ
ー
ル
領
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
村
を
訪
れ
た
の
は
即
位
し

て
二
十
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
石
柱

に
は
、
釈
尊
誕
生
の
地
と
し
て
立
派
な
石
柵
を
石
柱

の
周
り
に
巡
ら
せ
、
ま
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
村
は
税
金
を

免
除
さ
れ
、
生
産
物
の
税
金
も
八
分
の
一
の
み
と
す

る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ン
ジ
ス
河
沿
岸
の
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
の
石
柱
に
は
、

僧
団
の
規
則
を
破
る
も
の
は
出
家
者
の
黄
色
い
着
物

を
着
さ
せ
ず
白
衣
を
着
せ
、
精
舎
に
も
住
ま
わ
せ
な

い
、
人
々
は
仏
・
釈
尊
、
法
・
釈
尊
の
教
え
、
僧
・

比
丘
、
比
丘
尼
の
僧
団
を
尊
敬
し
な
け
れ
ば
い
け
な

ヲ
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筆者のデリー大学時代の一枚。デリー大学の先生方

と大学院後期博士課程在学生で、仏教学部の中庭で

撮った記念写真。筆者は上列の中央

尋I

い
、
そ
し
て
人
々
は
父
母
や
教
師
親
族
に
従
順
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
石
柱
は
デ
リ
ー
に
あ
る
ト
プ
ラ
か
ら
移

さ
れ
た
が
、
筆
者
が
デ
リ
ー
大
学
に
留
学
中
は
判
読

出
来
た
が
今
は
酸
性
雨
で
溶
け
全
く
読
め
な
い
。
そ

し
て
デ
リ
ー
に
残
る
最
後
の
一
本
の
石
柱
に
刻
文
は

見
当
た
ら
な
い
。

幸
い
な
こ
と
に
筆
者
は
、
お
よ
そ
帥
年
前
の
デ
リ
ー

大
学
在
学
中
に
ほ
と
ん
ど
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
石
柱
、

岩
に
刻
ま
れ
た
法
勅
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

中
で
珍
し
か
っ
た
の
は
、
た
だ
一
例
だ
っ
た
が
、
皇

后
の
マ
ン
ゴ
ー
園
、
精
舎
の
寄
進
記
録
の
刻
文
が
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
薑
教
授

さ
と
う
・
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
訓
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
側
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初
渡
航
は
昭
和

魂
年
、
以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、
叩
有
余
回
。
著
書
は
一
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
』
、
『
釈
尊
の
生
涯
』
な
ど
多
数
。
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